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2B3 研究開発活動における 知の利用状況に 関する調査研究 

0 調 麻柱 志 ( 信州大学 ), 丹羽 清 ( 東京大学 ), 奥田 栄 ( 日立製作所 ) 

L  はじめに 

多くの知的活動と 同様に研究開発活動においても ，言語化可能な 知であ る形式 知 のみな 
らず，直観やノウハウといった 言葉で表現されるような 言語化困難Ⅰ不可能な 知であ る 暗 

熟知 1 が参りに活用されていることが 予想、 される。 
知的活動をマネジメントする 立場から，この 形式 知と 暗黙知の関係について 考慮した 場 

ム   次の二点が重要な 課題として存在する。 

1) 個人に属する 暗黙知 る ，いかに管理・ 運営するか，また 蓄積   継承するか 
といった広い 意味での コ ミュニケーションに 関わる問題 

2) エキスパートシステム 等が代表的であ る計算機による 支援を行う際に ， 優 
れて人間的な 知であ る暗黙 知 ないかに実現するか 2 といった計算機との 相互 
作用に関わる 問題 

後者に関連して 丹羽 1989U は，人間が保持する 暗黙 知と 人間・計算機が 各々に保持する 
形式 知 との間の相互作用を 促進する機能を 持ったデータベースシステム (HCCS: Humm- 
ComputerCooperativeSystems) を開発しそのシステムが 大型プロジェクトのリスクマネジ 
メントを支援するのに 有効であ ることを示している。 しかしょり高度に 知的であ り， 個 

人の能力に よ り多くを依存する 研究開発活動においても ，類似の手法が 有用であ るか否か 
は 明らかでないしそもそも 研究開発マネジメント 研究において ，暗黙知の問題に 対して 
ほとんど注意が 向けられていなかった。 
そこで，本研究 3 では，研究開発活動における 暗黙知の活用に 関する調査について 報告 

を イテ ラ 。 

2. 調査概要 

1993 年に報告者らは ， どのように研究者および 研究管理者が 暗黙知を活用しているかに 
ついてアンケート 調査を行った。 調査の対象となったのは ，日本の売上高上位の 電子Ⅰ情 
報機器製造業 7 社の研究所に 所属する合計 285 名の研究者および 研究管理者であ る。 有効回 
答者数 ( 部分回答を含む ) は 65 名であ り，回収率は 約 20% であ った。 

質問紙はフェイスシートと 知の活用状況に 関する質問肢から 成り ， 知の活用状況につい 
ては，研究開発の 主要な姉つのステージ ( 計画，実施，評価 ) ごとに形式 知と 暗黙 知 の 相 

注 lpol ㎝ W Ⅵ 966) は暗黙知を考える 出発点として ， 「暗黙 知 とは我々がかたることができるよりも 多くのこ 
とを知る仕方であ る」と考えている。 

注 2 必ずしも計算機上に 暗黙知を実現する 必要があ る訳ではないものの ，計算機を含めた 組織 ( システム ) 

内において効果的に 暗黙知を活用する 必要があ ることは明らかであ ろう。 

注 3 本研究は，科学技術庁の 科学技術振興調整 費 による「知的生産活動における 創造性支援に 関する基盤的 
研究」の一環としてなされたものであ る。 
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工作用がどのようになされたかを 問うている。 そこではまず ，回答者自身が 属し成功にお 
わった研究開発プロジェクトを 一つ選んでもらい ，そのプロジェクトについて 次のような 
質問を行った。 

研究開発の三つのステージ ( 計画，実施，評価 ) において， 

1. 回答用紙に挙げた 各々の目標 ( 例 研究開発のニーズを 知る ) を達成する 
ために，表記した 情報 ( 例 顧客動向 ) がどれくらい 重要性を持つと 認識 
していたか。 

2. 実際にその情報をどれくらい 利用したか。 
3. その情報を利用する 際に暗黙 知 などれくらい 活用したか。 

ただし回答はすべて 4 段階評価 4 ( 例えば暗黙知の 活用については ， 「 1 非常に活用し 

た 」から「 4 全く活用しなかった」までの 4 段階 ) によるものであ る。 

非常に高いあ るいは非常に 重要であ る 

  前報の重要性 ) Ⅰ暗黙知の活用度 
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注 4 以下，この 4 段階評価を順に ，，情報の重要性，情報の 利用度，暗黙知の 活用度と呼ぶこととする。 
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3. 分析 

図 1 は調査結果の 概要を示すものであ る。 図は情報の重要性，情報の 利用度，暗黙知 
の活用度の情報の 種別平均評点を 示したものであ る 5 。 暗黙知の活用度は 全般的に高く ， 特に計画段階で 高いことが読みとれる。 さ 8 １ 相関係数を求めた。 当然のことなが 
ら ，情報の重要性と 利用度の相関は 高 い (R=0 ・ 93,p<0.001) 。 また，情報の 重要性と暗黙 知 

の 活用度の相関も 有意であ り (R 二 0 ・ 45,p<0.05), 情報が重要であ るほど，その 情報を補う 
のに暗黙 知が 活用される傾向があ ると推測される。 しかし情報の 利用度と暗黙 知 の 活 

用度の相関は 有意ではない。 
ついで，回答者ごとの 各評点の平均について 相関係数を求めたところ ，各々の相関は 

有意であ った (R ノ 0 ・ 36,p く 0 ・ 01)0 したがって，重要な 情報を積極的に 利用したと評価して 
いる研究者Ⅰ管理者ほど ，暗黙知を活用したと 評価していると 考えられる     

また，当該プロジェクトの 性格や回答者の 特性と暗黙知の 活用度について 確認、 を行っ 

た 。 その結果，プロジェクトへの 参加者数，プロジェクトの 特性 ( 基礎Ⅰ応用Ⅰ開発， 
先行Ⅰ後追い ) , 回答者の特性 ( 研究者Ⅰ管理者，勤続年数 ) などと暗黙知の 活用度と 
の間には有意な 関係は存在しないものの ，唯一プロジェクトを 構成する組織の 違いと暗 
黙知の活用度の 相関が有意であ った。 すなわち，複数の 経常研究組織から 構成された プ 

ロジェク ト に属する研究者Ⅰ管理者の 方が，単数の 経常研究組織から 構成されたプロ 
、 ジェク ト ないしは独立プロジェクトに 属する研究者Ⅰ管理者よりも 暗黙 知 をより多く 活 
用 する傾向にあ った (Fratio Ⅰ 6.9,p<0.05) 。 さらに詳しく 検討するために ，プロジェクトを 
構成する組織の 違 いと 暗黙知の活用度の 関係を利用された 情報ごとに検討した。 表 1 は 

その結果と示すものであ り，上から 1 ブロックごとに 計画段階，実施段階，評価段階での 
暗黙知の活用度の 平均評点とその 違 いの 検定結果を示している。 

表 ]  組織構成の違 いと 暗黙知の活用度 

情報の種類 複数 グ @r,T 平均評点 単数 ク 。 トフ 。 Ⅰ独立 フ 。 

ゆ 。 カト平均評点、 

「検定 

計画段階 
社会的要請   1.88 2  .35 3.68 

  2  .32 2  .7  Ⅰ 2  .59   2  .13 2  .23 0  ．Ⅰ 5 

競合者の動向 l 2  .24 2  .65 2  .37 

研究者の能力 l Ⅰ・ 72 Ⅰ・ 93 0  ・ 67 

技術的難易度 l 1.70 2  .00 Ⅰ・ 5  Ⅰ 

必要な資源 l 2.28 2  .80 5.45* 

注 5 尺度の取り方の 関係で， 評占が 低いほど重要性，利用度，活用度が 高くなっていることには 旺 煮 してい 

ただきたい。 

注 6 調査は回答者の 自己評価に依存するものなので ，現実に「重要であ る」ことや「積極的に 利用してい 
る 」ことを表しているわけではないことには 注意していただきたい。 
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競合者の動向 2  .28 2  .70 

代替技術動向 2.48 2  .67 

2  .39 

0  .62 

当該技術情報 Ⅰ・ 88 2  .27 2  .42 

周辺技術情報 l 2  .20 2  .5  3 1.45 

一般技術情報 2  .56 2  .77 0 ． 68 

フ 。 ロシ。 エクト管理， l 青軸 2  .60 2  ,93 2  .56 

評価段階 
社会的要請 2  .44 2  .57 0  ・ 22 

顧客動向 l 2  .40 2,67 Ⅰ・ 0  Ⅰ 

技術動向 l 2.40 2  .63 1.0  1 

競合者の動向 l 2  .52 2  .77 1.0  1 

技術目標達成状況 l 2  .24 2  .76 4.28* 

知的所有権 獲得状況 l 2  .28 3.03 8.54** 
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学術論文 ( 数 ) 2  .62 3  .27 7.67* 木 

フ 。 ロシ。 ， クト関与者情報 2  .76 3.03 Ⅰ． 37 

*p く 0.05, **p く 0 ・ 0 Ⅰ 

いずれの情報においても ，プロジェクトが 複数の経常研究組織で 構成される際には 暗 

熟知の活用度が 高くなる傾向があ り，特にプロジェクトの 評価段階において 暗黙 知 の 活 

用度に有意な 差が現れている。 

4. まとめ 

標本が電子Ⅰ情報機器製造業のみに 偏っているために 分析結果は必ずしも 企業の研究 
開発組織全般に 当てはまるものではないが ，研究開発活動における 暗黙知の活用状況に 
ついて以下のような 知見を得た。 

研究開発活動全般において 暗黙知は活発に 活用されており ，特に重要な 情報を利用す 
る 過程で，また ，計画段階において ，暗黙知は活用されている。 したがって，冒頭で 挙 
げた二つの問題は 研究開発活動をマネジメントする 上でもやはり 重要な課題であ ること 
が 明らかになった。 

暗黙知を活用する 度合 いは ，研究の性格や 研究者 / 管理者の特性にはあ まり影響を受 
けずに，むしろどのような 情報をどのようなに 利用しているかに 依存している。 そ 
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で， 仝後の調査課題として 研究者の一般的かっ 具体的な情報行動における 暗黙知の活用 
に対して注目すべきことが 改めて示唆された。 
複数の経常研究バループから 構成されたプロジェクトにおいて ，暗黙知は活発に 活用 

されており，その 傾向はプロジェクトの 評価段階において 明らかに強い。 このことか 
ら，複数の経常研究組織が 貢献するプロジェクトの 評価において ，言語化困難な 知識が 
活用されていることが 示唆されるものの ， この過程での 暗黙知の活用を 肯定することは 
疑問 祝 されるべきかもしれない。 すなわち，特に 客観的であ るべき複数の 組織が貢献す 
るプロジェクトの 評価過程において 暗黙 知がよ り活発に活用されるということは ，裏 を 

返せば個人の 主体的な知によって 評価がなされがちであ るということを 意味しており ， 
場合によっては ，非明示的な 形式で「人間的」 7 な 評価がなされている 可能性を示唆する 
ものであ り，評価という 観点では必ずしも 好ましいとはいえない。 

以上のように ，暗黙知の活用に 関しても研究を 進めることが 研究開発マネジメント 研 
究 において重要であ ることが示された。 仝後，実際の 情報行動により 入り込んだ調査 所 
究が必要であ る。 
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